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要  旨： 

 本論文は、メーヌ・ド・ビランの身体論との対決の書である『身体の哲学と現象学』を

中心に、ミシェル・アンリの身体論を体系的に取り上げ、これまで多くの研究者や注釈者

によって指摘されてきた、アンリ哲学のいわゆる内在と超越の存在論的二元論のアポリア

の発生現場に立ち帰り、その哲学史的由来や来歴、論理的源泉や問題の所在に関して徹底

的な解明を試みたものである。その際、著者は、身体をめぐるビラニスムとの対決を、カ

ントが西洋形而上学にもたらした、分析判断と総合判断との、あるいは形式論理学と超越

論的論理学との、区別および両者の根源的関係という困難をめぐる哲学史上のさまざまな

問題の文脈のなかに位置づけ、従来の現象学やハイデガーとの関連においてだけではなく、

カント的な問題構成のもとで読み解くという類例を見ない観点に立ち、きわめて刺激的な

結論に到る。すなわち、アンリ哲学のアポリアとはカント以前の分析判断、および形式論

理学の優位に由来するというものである。 

 本論文は「序論」、第一章「ビラニスムの再構築」、第二章「ビラン解釈の根本争点：

総合の問題」、第三章「主観的身体の様態化と超越論的経験の意味」、第四章「実体性へ

の回帰と『罪』の問題」、「結論」から成る。第一章では、アンリの独創性がいかんなく

発揮された、主観的身体の理論に基づき、意志、努力、運動をめぐってビラン身体論との

詳細な比較検討が行われる。第二章では、アンリとビランとの最大の対立点である有機的

身体が取り上げられ、アンリ身体論の根本的前提の解明がなされる。第三章では、アンリ

哲学を終生規定することになる主観的身体の様態化が問題になり、その意味が追求される。

第四章では、この様態化の議論が実体-様態関係に依拠する伝統的図式の反復にほかなら

ない点が論証される。最後に、本論文の結論として、アンリ哲学の存在論的二元論のアポ

リアの隠された前提である分析原理および形式論理学への回帰が主張される。 

 本論文の意義は、著者独自の視点である、カント哲学との対決という文脈でアンリの身

体論の体系的読解を試み、その隠された前提を徹底的に解明し、アンリ哲学のアポリアが

何に存するかをあますところなく暴露した、きわめて独創的かつ生産的な論文である。

よって、本論文は、博士（哲学）（同志社大学）の学位を授与するにふさわしいものと認

められる。 

 










